
目 標 コラボレーションを通じて、究極なる価値と喜びを創造する

経営者
CEO、COOなど

社内チーム
総務マネジャー、PRJ事務局
Comディレクター、パートナー

外部
パートナー

オフィスで解決
できる課題

社内外の人とのコラボレー
ションが促進される

オフィス
コンセプト On-Net  Collaboration

プラン
ニング 基本設計～詳細設計

実施

オフィス施工
社内説明会
社内オフィス見学
移転開始

運用 継続の工夫

新会社を設立するにあ
たり、本社オフィスの
設置を決定 ・企業ビジョン策定

チーム
・人事制度策定チーム
・ワークスタイル＆
オフィスコンセプト
策定チーム

オフィスコンセプト完成

・オフィス内外に関わらず、社員が「いつでも・
どこでも・誰とでも」協業し、スピード感をもっ
て新しい価値を作り出せる環境を追求する
・徹底的なデジタル化と、時間と場所を自由に選
択できるワークスタイル

・各エリアの
CG作成

・各種什器、
インテリア
の提案

オフィス施工

08年3月

08年6月

08年9月

オフィス内の什器やインテリア等の検討作業～
順次確定～発注

・ビジョンおよびコンセプトを、一貫性のあるス
トーリーとメッセージに整理し、社内外へ発信
・希望者を募り、施工中のオフィスを社員が見学
し、イメージを膨らませる一助を担う

08年1月

オンネットコラボレーション
MONJU

執務スペース～マーケット

オフィスづくりのプロセス 横断的な知識の流れ

マーケット

エントランス

After

物件視察・検討

企業ビジョン策定
ワークスタイル策定
オフィスコンセプト策定

デザイナーが
ディスカッショ
ンに参加

・ファシリティ
メンテナンス
・コンテンツ
制作と運用

・ワークスタイル・コンセプトに関す継続的なコ
ミュニケーションと社内外への情報発信
・社員の「自立」と「自立」への啓蒙
・社員のオフィスに対する意識の徹底

バックオフィスマネジ
メント（IT、人事、総務、
広報など、バックオフィ
ス統括責任者として、
全体の整合性を確保）

・オフィスコンセ
プトを ITに反映
させる
・オフィス内オペ
レーションの設計



各部門のキーパーソンを集めてレイアウトをブ
ラッシュアップ家具の試作品などをもとに具体
的検証を実施
オフィス施工・移転計画などをまとめる

家具の試作品を
作成

関連部門長へのコンセプト・オフィスレイアウ
トプラン（素案）のプレゼンテーションを実施

オフィスレイア
ウトプラン作成

目 標 既存分野を組み合わせた新たな融合分野での製品化・開発を成功させる

オフィスづくりのプロセス
経営者
執行役員

社内チーム
開発部門課長
実務担当者

外部
パートナー

オフィスで解決
できる課題

部門を超えた
コミュニケーションの円滑化

オフィス
コンセプト

働き方を変える
研究開発・エンジニアリング
オフィス
創造的協働の場

プラン
ニング

プレゼンテーション実施

ブラッシュアップ（条件設定）
施工・移転計画策定

実施 移転

運用

草の根活動
日経ニューオフィス賞推進賞・
環境賞受賞
継続的変革　

オフィスコンセプト完成

・組織・部門を横断したコラボレーション
・自律した個人と結集力のある組織とのバランス
・情報が波紋のように伝わる知識共有
・フレキシビリティによる変化への対応

竣工引渡しから施主工事・什器搬入・移転（初期）
の期間が2週間しかなく、最終段階で走り回る オフィス施工

06年4月

06年11月

07年2月

横断的な知識の流れ

執務エリア

執務エリア

コミュニケーションゾーン

マネージメントエリア

Before

After

05年7月

新オフィスに対するワーカーへの理解度を 高めるために草の根
的な活動を実施
継続的なレイアウト変革に取り組む

経営トップによる コン
セプト承認

週1冊のペースで宿
題図書を読み込み、
意識改革を進める

大学教授によ
る講演と課題
図書提示



目 標 お客様やお取引先の皆様から最も価値のある金融情報サービス企業として認知される

オフィスづくりのプロセス
経営者

代表取締役社長
社内チーム

総務部長、財務部門ヘッド
ITマネージャー、シニアエンジニア

外部
コンサルタント

オフィスで解決
できる課題

経営環境の劇的な変化に迅速
に対応する、戦略遂行のため
のオフィス

オフィス
コンセプト

The offi  ce must refl ect
our values 
・スペース利用効率の最大化
・販売・顧客サービス機能
（トレーニング、セミナー、
製品デモ）の向上

・執務環境の向上

プラン
ニング 基本設計～詳細設計

実施
施工
経営統合対応
移転

運用
経営統合（2008 年 4 月）に
よる相互移転
ファシリティの維持管理

・日本におけるより強
いブランドの確立

・カスタマーサービス
の飛躍的な向上

・スタッフエンゲージ
メントの強化

本社関連マネジメン
トの承認を得る為に
外部コンサルタント
のアドバイスを受け
ながら本社オフィス
移転計画を作成

オフィスコンセプト完成

・トムソンロイターのブランドを強く印象付けるオフィスデザイン
・様々な知的情報のコラボレーションを行い、情報の新たな価値が創造
されるオフィス
・自由で活発なコミュニケーションを可能とするオープンなレイアウト
・新しいＩＴ技術により実現したフレキシブルなワークスタイル
・従業員ひとりひとりが誇りをもって果敢に目標にチャレンジ出来る
ワークプレース

・各種調査の実施（海外拠点オフィスとの機能比較、
スタッフの意識調査、お客さまからのフィードバッ
グ、ワークスタイル調査、会議室利用調査など）

・オフィス内の什器やインテリア等の検討作業～順次
確定～発注

・「オフィスサイト」を利用した、移転目的の啓蒙や、
意見の吸い上げにより、全社員で情報を共有

各種什器・
インテリア提案

・ロイターとトムソンの経営統合に対応するた
め、CI計画を入居までに変更
・600名規模の移転を週末のみで対応

オフィス施工
移転コンサル

07年1月

07年7月

08年3月

横断的な知識の流れ

執務エリア

スタッフエリア

スタッフエリア

エントランス

Before

After

06年10月
アドバイス

「オフィスサイト」を活用した利用状況の把握
や意見の収集 運用コンサル



目 標 案件の大型化・複雑化・グローバル化など、時代の流れに順応した総合力＝１社化体制の構築

オフィスづくりのプロセス
経営者

会長、社長、常務、役員２名
社内チーム

30代後半～中堅メンバー
外部

パートナー

オフィスで解決
できる課題

独法制から、専門知識を融合
させる”一社化”への変革の
促進

オフィス
コンセプト

1．もっと、
Good Communication Offi  ce

2．わくわく、
Knowledge Collaboration Offi  ce

3．ほっと、
Secure & Comfortable Offi  ce

プラン
ニング

社内調査
基本計画・基本設計
地元折衝
セキュリティ対策を検討

実施
施工～竣工
移転
省エネについての検証

運用 組織変更を模索

建設委員会の発足
（会長、社長、常務、
役員2人で構成）

30代後半～中堅メ
ンバーのみで構成さ
れた委員会を発足

オフィスコンセプト完成

・組織や場所の壁をなくし、あらゆる場面で自由なコミュニケーション
が可能なオフィス
・情報・知識・技術の蓄積と伝承を行い、「場」を共有できる「わくわく
するオフィス」
・安全に、安心して快適にモノづくりに取り組める「ほっとできるオフィス」

ワーカーへの調査、ファシリティマネジメント
調査
土地の取得や防災拠点の設置等についての地元
折衝
300人が参加した近隣向け説明会を開催

警備会社も入ってのセキュリティ検討会をス
タート 警備会社と協議

04年8月

06年11月

08年5月

横断的な知識の流れ

コラボスペース

本社外観

中階段

エントランス

Before

After

04年5月

業務改革を目指したオフィス改革から、組織変更へ展開

基本計画等を
パートナー企業
と作成

土地取得等
地元と折衝

「ペーパーレスに向けての準備」
「座席配置（機能的・戦略的）シミュレーション」等を進める
自社技術である環境配慮型空調機器類などの試運転を重点的に実施
省エネについての検証のためのデータの蓄積を開始

注：独法制とは、数多くの独立企業が集まりグループとして運営していく独特の企業経営形態を指している。


